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高大連携の概要

甲南大学環境教育野外施設の概要

前年度までの高大連携

2006年度の高大連携
　
　「環境教育の実践Ⅰ」（前期：４月～７月）

　
　「環境教育の実践Ⅱ」（後期：９月～１月）

2007年度の高大連携（予定）
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◆連携高校
　・兵庫県立尼崎北高校（環境類型：国際環境類型、環境科学類型）
　・神戸市立六甲アイランド高校（自然科学研究部）

◆連携科目
　・「環境教育の実践Ⅰ」（甲南大学広域副専攻科目環境学コース、前期、隔週土曜日）
　・「環境教育の実践Ⅱ」（甲南大学広域副専攻科目環境学コース、後期、隔週土曜日）
　・「環境倫理学」（甲南大学広域副専攻科目環境学コース、前期、2007年度～（予定））

◆参加形態
　●「環境教育の実践Ⅰ」（隔週土曜日、県立尼崎北高校国際環境類型２年生）
　　・学内講義の場合
　　　３限（12：10-14：30）はポリコム社のビデオ会議システムを用い、リアルタイム遠隔講義（e-
　　　Learning）にて、講義に参加する。４限（14：20-46：10）は同システムによりビデオ撮影をし、
　　　同講義の行なわれない土曜日に教材として使用する。
　　・フィールド実習の場合
　　　5/13(土)「キャンプ入門、イモ苗と野菜の苗付け」、6/10(土)「田植え、ビオトープ」、7/8(土)「夏
　　　野菜の収穫と手入れ」のいずれかに参加する。（実習時間３時間）
　

　●「環境教育の実践Ⅱ」（隔週土曜日、県立尼崎北高校環境科学類型２年生）
　　・学内講義の場合
　　　「環境教育の実践Ⅰ」に同じ。
　　・フィールド実習の場合
　　　10/7(土)「芋掘りと収穫」、10/14(土)「稲刈り、アウトドア教育、クラフト体験（竹細工）」、10/
　　　28(土)「脱穀」、12/16(土)「収穫祭」のいずれかに参加する。（実習時間３時間）　

　●「環境倫理学」（木曜日５限：16：20-17：50）【2007年度から】
　　ポリコム社のビデオ会議システムを用い、リアルタイム遠隔講義（e-Learning）にて、講義に参
　　加する。（県立尼崎北高校環境類型３年生）

　※神戸市立六甲アイランド高校の生徒は、「環境教育の実践Ⅰ」、「環境教育の実践Ⅱ」の講義、フィー
　　ルド実習に参加。

◆平成１８年度　県立尼崎北高校　高大連携概要
　　（環境類型推進委員会【平成19年2月23日、於：県立尼崎北高校】活動報告書より）
１．年間活動日程
　４月２０日　第１回環境類型推進委員会（於：小会議室）
　４月２２日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
　５月　９日　高大連携　補講（於：地学教室）
　５月１３日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
　５月２７日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
　６月１０日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
　６月２１日　高大連携　補講（於：地学教室）
　６月２４日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
　７月　８日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）



　７月１３日　高大連携　補講（於：地学教室）
　７月２１日　第２回環境類型推進委員会（於：小会議室）
１０月　７日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
１０月１４日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
１０月２８日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
１１月　４日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
１１月１８日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
１１月２１日　第３回環境類型推進委員会（於：小会議室）
１２月　１日　高大連携　補講（於：地学教室）
１２月　２日　高大連携（ＴＶ会議）（於：コンピュータ室）
１２月　６日　高大連携　補講（於：地学教室）
１２月１５日　５８期生　第２学年高大連携説明会（於：体育館）
１２月１６日　高大連携野外実習（於：甲南大学環境教育野外施設）
　２月２３日　環境教育職員研修会
　３月　５日　５７期生　第３学年高大連携説明会（於：Ｃ３０８教室）

２．２年次高大連携による環境専門科目「環境教育の実践Ⅰ・Ⅱ」実施要領
（１）受講する講座について

　甲南大学　広域副専攻科目（環境コース）
　「環境教育の実践Ⅰ」（前期）隔週土曜日午後（主に国際環境類型）
　「環境教育の実践Ⅱ」（後期）隔週土曜日午後（主に環境科学類型）

（２）受講方法について

　・講座は、講義（90分）３回以上と野外実習（半日）以上参加とする。
　・講座はＴＶ会議システム（双方向）を使って尼北で受講する。
　・野外実習は各講座の中で希望により選択して参加する。

（３）履修と修得（単位認定）について

　・「環境教育の実践Ⅰ・Ⅱ」は環境類型の必履修科目であり、履修条件は一般教科目に準ずる。
　・単位取得の条件は、（１）原則として各講座の講義をすべて受講すること（欠席の場合はビデオ視
　聴による補講を受講する）、（２）野外実習は各講座で予定されているものの中から選んで、必ず１
　回以上参加すること（欠席の場合は別の野外実習に参加する）、（３）レポートなどを与えられた課
　題をこなし、積極的に授業へ参加すること、とする。

（４）評価について　
　・評価対象は、ＴＶ会議授業のレポート（３回分）と野外実習レポート
　・各授業担当の先生がレポートを評価し、評価の合計点に基づいて成績をつける。
　・評価の責任者は当該学年の学年主任とする。
　・評価の決定については２月に行い、単位の取得が難しいと思われる生徒については補講（補充）の
　機会を与えることとする。
　・生徒への成績の伝達については、学年末とする。

（５）その他
　・国際環境類型は前期、環境科学類型は後期に参加することとするが、やむを得ない理由がある場
　合は、前期から後期へ、後期から前期への移動を認める。



　・野外実習については人数制限（１回13名程度）があるため、希望調査によって決定する。
　・野外実習の集合・解散は甲南大学正門前で行い、野外実習地へバスで移動する。

３．平成１８年度の高大連携授業受講状況について
（１）ＴＶ会議授業について
　　システムの不調等があったが、原因が判明し、現在は問題なく稼動している。土曜日の午後９０
　分授業ということで心配された欠席者の増加については、担任の指導により毎回数名程度に押さえ
　られている。授業については、高校生にとって高度な内容の講義であることや、当初の緊張が少し
　ずつ解けてきたこともあり、若干集中力を欠く生徒もいる。しかし大半の生徒は授業に前向きで中
　にはしっかり考え、発言するなど意欲的な生徒も現れている。

（２）実習について
　　実習場所に行くまでは、消極的な態度をとる者が多かったが、いざ実習が始まると、楽しく積極
　的に作業に参加していた。実習に参加する前に何らかの事前の指導が必要ではないかとの意見があ
　り、来年度以降の検討課題とする。

（３）履修と修得について
　　欠席した生徒については、後日ビデオ視聴による補講を実施して参加させたことにより、今年度
　参加の生徒全員が履修条件を満たしている。単位認定については、現在当該学年で検討中である。

４．平成１９年度５８期２年次高大連携授業について
　　基本的に平成１８年度の高大連携授業と同様の形で実施する。１２月に１回目の説明会を行い、生
　徒に授業の概略を説明している。３月に参加希望調査を実施する予定である。

５．平成１９年度５７期３年次高大連携科目「環境倫理学」実施について
（１）授業する講座について
　　甲南大学　広域副専攻科目（環境学コース）　「環境倫理学」（前期・２単位）
　　１６：２０～１７：５０　担当：谷口文章

（２）受講方法について
　・講義はＴＶ会議システム（双方向）を使って尼北で受講する。
　・環境類型全員参加、ただしＴＶ会議授業（リアルタイム）には最大４０名。
　・木曜日のＴＶ会議授業への参加は希望者とする。ただし、都合により参加できなかった場合は土
　曜日にビデオ視聴にて受講する。
　・木曜日のＴＶ会議授業への参加を希望しなかった生徒は、土曜日の午前にビデオ視聴によって受
　講する。

（３）履修と修得（単位認定）について
　・「環境倫理学」は環境類型の必履修科目であり、履修条件は一般教科目に準ずる。
　・単位取得の条件は、(1)履修条件を満たすこと（ビデオ視聴による補講でも出席扱いとする）(2)レ
　ポートなどの与えられた課題をこなし、積極的に授業に参加すること、とする

（４）評価について
　・評価対象は、出席状況および授業のレポートとする。
　・各授業担当の先生がレポートを評価し、評価の合計点に基づいて成績をつける。
　・評価の責任者は当該学年の学年主任とする。





　＜甲南大学環境教育野外施設の概要＞

１）立地：兵庫県神戸市西区神出町古神字浦山４８

２）アクセス：【車、バス】甲南大学より新神戸トンネル経由で、約６０分
　　　　　　　【電車】阪急岡本駅より神戸高速鉄道新開地駅を経由して神戸電鉄緑ヶ丘
　　　　　　　　　　駅まで約５０分、その後徒歩約２０分

３）施設概要：環境教育野外施設、ビオトープ、体験学習フィールド（畑）、実験圃場

４）環境教育野外施設およびビオトープの概要

図１：甲南大学環境教育野外施設の周辺地図

図２：環境教育野外施設およびビオトープの周辺地図



●環境教育野外施設

●ビオトープ

造成の様子

冬のビオトープ秋のビオトープ

外観

玄関図３：環境教育野外施設の内部見取り図



５）体験学習フィールド（畑）

体験学習フィールド看板

Ｂブロック（夏野菜） Ｃブロック（サツマイモ）

Ａブロック（夏野菜）

図４：体験学習フィールド（畑）の地図



ナ　ス キュウリ

トマト トウモロコシ

カボチャ スイカ

ハバネロ（唐辛子） サツマイモ



①　田ごしらえ前（６月上旬） ②　田ごしらえ後（６月上旬）

③　７月中旬 ④　田植えから４週間後の稲

⑤　８月下旬 ⑥　９月下旬

⑦　１０月中旬 ⑧　稲穂

６）実験圃場
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◆兵庫県立尼崎北高校、夏季学習合宿での環境教育の指導（2005年度）

日時：2005年７月21日（木）～23日（土）
場所：尼崎市立美方高原自然の家「とちのき村」（兵庫県美方郡香美町）
参加：兵庫県立尼崎北高校、５７期生　１年生
プログラム：
７月21日（木）オリエンテーション：「環境教育の展開方法について」（谷口文章）
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22日（金）環境学習：３クラスに分かれ、各クラス80分１コマでフィールドワーク
　［内容］　・森林を見て、日本の植林問題や経済問題について考える。
　　　　　・八反滝周辺で水生生物（サンショウウオなど）、植物の観察。
　　　　　・ネイチャートレイルで散策および観察。
　　　　　・池の生物、植物の観察。
　　　　　・木々に聴診器を近づけて、中を通る水の音を聞く。

日本の森林について

学習経路マップ



水生生物の観察 ハコネサンショウウオ

滝周辺の植物の観察 ネイチャートレイル

ハスの花池の生物と植物の観察

植物の説明 八反滝への道



●感想文（抜粋）
Ｔ君
　尼崎ととちの木村の自然の違いに改めて驚きました。バッタやトンボ、サンショウウオなどの昆虫
や植物などの自然動物に触れ合えた事は自分の心にも大きな影響を与えました。
今までは蟻や蚊を見たらすぐに手でたたくか殺虫剤を使っていましたが、今度からはできるだけ窓か
ら逃がしてやろうと思いました。

Ｉさん
　私は最初「環境問題」というのは、地球環境や人間の行為による問題だと思っていました。しかし、
今回の環境の講演を聞き、「人間の心という環境が地球環境を壊している」と聞き驚きました。私は凝
り固まって環境問題＝人間と思っていたので、確かに人の心の環境が悪くなれば、その行動や言動は
周囲に悪影響を及ぼす。環境に対してエコするのも大事ですが、まずは人の心の環境をよくしていか
ないことには、いくら叫んでも解決できないんだと実感しました。また、生物や自然環境についての
知識がなければ、きちんとした保護などもできない。そのために学ぶ必要があるということも思い知
らされました。実際に森や林の中に入って、木の命の鼓動を聞いたり、滝の水にふれるとすごく落ち
着きました。うまく言えないけれど今の私たちには自然に触れ、命を感じるということがないために
ある意味自然や生物を軽くみて、忘れてしまっているような気がします。命を軽くみてその重さを忘
れれば自分が何のために生きているかわからないし、環境を破壊していると聞いても何も思わないと
思いました。

Ｔ君
　今日の環境の時間で一番心に残ったことは滝に行ったことです。普段自分の住んでいる所では見れ
ない壮大な景色に言葉では表わすことのできない感動でした。この風景は人間の手では決して造るこ
とのできない自然の力だと感じて人間はいかにちっぽけなんだろうと思った。ほかにも木からきくこ
とのできた木の水を吸う音、足下の小さな虫などあちこちで命を感じることができた。

Ｔ君
　木が水をすう音が聞けたのが印象に残っている。始めは音なんて聞こえへんやろうな、と思ってい
たんだけど実際聞いてみるちゃんと音が聞こえて木は動かないけどやっぱり生きているんだなとあら
ためて実感した。後、山にはえている木の種類が変わっているところから山の持ち主が違うというこ
とも教えてもらった。そんな事初めて聞いたのでびっくりした。だけど「あぁ、なるほど」とも思っ
た。

Ｋさん
　夏期合宿で「環境」というのがあるのを知り、最初はどんなものか興味がありました。講演会の時
に、公害や大気汚染、ゴミ問題などに触れ、たくさんの事についてわかりました。そして、今後この
問題を解決していけるのは私たちなんだと知りました。外に出て、自然に触れてみる時間で印象に残っ
たのは木が水を吸い上げる音を聞いた事です。聞くのは初めてなのでびっくりしました。生命ってす
ごいと思いました。その他に滝の方に行ったり、いけに行ったりと都会では行けない所に行きました。
今、いろんな「環境問題」が起きている中で、改めてこの自然を守らないといけないと思いました。私
たち人間と同じ様に生きている草や花たちをなくしてはならないと思います。その様な事を考えてい
くのが私たちの今後の課題だと思いました。

Ｎさん
　今日の環境の時間で色々な物を見て都会では、発見できないものが見れました。滝で水を飲んだけ
ど都会では100％できないことだし、普通に芽えている木いちごをその場で食べれるなんて想像もでき



ないことでした。ビックリしたことがたくさんありました。木の中の音が聞こえるなんて夢にも思っ
ていませんでした。やっぱり木も生きているんだなぁと思いました。今考えるとやっぱ木を切るとい
うことは、木を殺している！犯罪みたいなことだと私は思いました。もう一つビックリしたのは、葉っ
ぱで音がなったことです。私はできなかったけど、がんばって練習してて楽しかったし、やっぱ自然っ
ていい所なんだなぁと思いました。都会からはなれた所しかこんなのは味わえない。できれば、もっ
と近くにこのような環境ができるといいです。今日は、色々な勉強ができました。ありがとうござい
ました。

Ｉ君　
　ここ、とちのき村に着いた時から、「尼崎」とは空気が違うことに気付きました。僕の家の前には大
きな道路があり、毎日トラックが黒い排気ガスを大量に出しながら走っています。そんな環境で住ん
でいるので、差はハッキリと分かりました。森の中を散策した時に入った森の中。いつまでもここに
いたいという気持ちがありました。落ち葉の臭いなどなんともいえない空間にあっとうされました。同
じ兵庫でも北と南じゃ全然違うことにも驚きました。そして、なんといっても静かなこと。道を歩け
ば、鳥の声や自分達の足音だけが聞こえる。テレビもないし、ケータイもつながらないけど、それ以
上のものがここの自然にはあると思いました。

Ｙさん
　朝の散歩で滝に行ったときは何も感じなかったけど、谷口先生が「マイナスイオンがあって涼しい」
と言ったとき、「あっそうだな」と思いました。私は本当の自然の涼しさというのを感じたことがなく、
『クーラー』など機械から出る作られた涼しさしか感じていませんでした。今日は、本当の自然の涼し
さを感じれて、良い経験をしたと思いました。それと、木が水をすいあげる音が聞けたことに感動し
ました。人間が飲むときと同じような音で、木も水をのんでいることに気がつけてうれしかったです。
今日の環境の時間は、小５のとき１回来て同じ道を歩いていたのに、高１になって、きて、この授業
をうけて説明をきいたら、気付くことがたくさんあって、楽しかったです。

Ｎさん
　一番印象に残っているのは“聴診器”で木の水をすいあげる音を聞いたことです。コポッて音がか
すかに聞こえて、本当に水を吸ってんだなって感動しました。後は、大学生の人が葉っぱを使って音
を鳴らしてました。やらしていただいたけど、スカッて感じの音しか出なくて、ちょっと悲しかった
です。大学生さんがむちゃくちゃおもしろくて、本当に楽しみました！セミのぬけがらとか、発見し
て、野生に戻った感じがしました。滝とかマイナスイオンたっぷりで、水がきれいでつめたかったで
す！

Ｈ君
　今日の環境の授業で、尼崎にはこんなきれいな景色や、すんだ空気が無いので、同じ兵庫県にこん
な場所がたくさんあることを知り、とても勉強になったと思いました。普段、家の近所や公園などで
見かけない虫や動物などがいて、すごく感動しました。サンショウウオをあんなに近くで見たのは初
めてでした。大学院生の人たちもおもしろくて、すごく楽しかったです。谷口先生の話は学校で勉強
しないようなことばかりで、ためになったと思います。これからは、機会があったら自分でも身の回
りの環境について調べてみたいと思います。

Ｈさん
　木は長くて1000年以上の生きていることを知った。その木を人間は簡単に切り倒してしまうことが
あるのはすごく残念なことだと思った。それを、木でも呼吸をしていることをはじめて知った。森の
中には太くたくさんの生き物がいる。僕の知らないことの方が多くて、新しい発見ばかりであった。僕



の知っている子とはまだまだ自然の１％に満たないくらいの知識だ。今は自然の問題が多く取り上げ
られている。自分ひとりではどうにもならないかもしれないけど、自分の知識を増やしていって、多
くの人に呼びかけて、少しでもいいから温暖化などの問題を解決していくように努力したいと思った。

Ｓ君
　今日の授業で心に残っていることは、３つあります。一つ目は、人工林と自然林の違いについての
話です。実際に同じ一つの山に全く異なる種類の木が境界線を惹かれているかのように、きっちりと
分かれていました。山の部分部分で土地の所有者が違うということも知りました。今まで、そんなに
山をじっくりと見たことがなかったので、この話は興味深く、すごいと感じました。そして、２つ目
は、滝でサンショウウオを見たことです、すっごく暑かったけれど、滝の周りはクーラーがかかって
いるかのように、とても涼しく、心地よいものでした。このきれいで美しい自然だからこそサンショ
ウウオものびのびと生きることができるんだということが分かりました。３つ目は、木の生きる音を
聴いたことです。かすかではあるけれど、「ドクッ、ドクッ」という命の音というものが聞こえてきま
した。これには本当に感動しました。今日の授業でもっと環境について考えていくべきだということ
が分かりました。

Ｏさん
　あんなに少ない時間や狭い範囲の場所を歩いただけでたくさんの生物が見れるとは思わなかった。滝
の近くに行ったときにとても大きなトンボがいてすごく驚いた。あんなに大きなトンボがいるなんて
知らなかった。私がいつも見ている虫と自然の中にいる虫は全然大きさが違っていて、自然の中にい
るのと全てのものが大きく見えた気がした。たくさんのことを学べてよかったと思う。

Ｏさん
　今回の環境の授業で見たものの大半が「なるほど！」とだとか「そうなんだ！」といえるようなも
のでした。最初にみんなで集まってビデオを見たときも水俣病についてどんな病気であるぐらいしか
知りませんでした。ニュースでみていたことよりもすごくこと細かく知るいい機会だったと思います。
また同じ兵庫県のモンキーセンターでは手足のないサルなどがいて驚きました。身近にいろんな問題
があることもわかり、いろんな問題があることもわかり、いろんなことを知っているつもりだったの
かもしれないと思いました。今日の授業でどうして同じ木がまとまって生えているのかだとか、６万
円の床の間の柱が今では600円だと聞いて驚きました。お金もうけをしようと植えたのに逆効果になっ
て、それに加えて自然災害が起こる危険性も知りました。またネイティブインディアンの人々がハー
ブで傷や病気を治療しているのは聞いてすごいと思いました。確かにハーブには抗菌効果などはある
とどこかで小耳にはさんだ気はしましたが驚きました。しかしガン予防までとはすごいの一言です。そ
れに滝について、日本の水は軟水だと聞いてへぇと思いました。あと、オオサンショウウオを見れて、
見つけることができてよかったです。また木の音を聞いてすごいと思いました。大学院生の人々もお
もしろくてとても楽しかったです。

Ｈさん
　谷口先生のお話を少数民族の方々についてお聞きしたハーブの葉や彼らの伝統、そして何より自然
を大事にする精神が私たちとは比べ物にならないほど大きいんだなと思いました。彼らは、衣・住・食
を自然の恵みから確保し、だからこそ有り余る感謝の心を常に持ち続けるのがよくわかりました。滝
で見た「サンショウウオ」には感激しました。本当に美しい木だからこそ見れたと思うと、私たちが
住んでいる尼崎の水のことを少し考えてしまいました。雄大な自然だからこその清らかな空気はとて
も気持ちよく、心が晴れたような気がしました。自然が与えてくれる恵みの尊さを感じずにはいられ
ませんでした。







◆「環境教育の実践Ⅰ」

＜シラバス＞
担当教員：谷口 文章.高阪 薫.太田 雅久.西 欣也.今井 佐金吾.クリストファー ストーリー .渡
邉 隆俊.浅野 能昭.中野 友博.大久保 規子
配当年次：1・2年次 単位：2単位

講義日時：前期 土曜日 3・4時限（隔週）

●講義の内容・目的
　環境教育のベースは自然環境にある。この授業では、教室での講義による環境についての知識を学
んだ上で、それを実際に身体を使って体験するため、甲南大学環境教育野外施設(広野グランド)での
フィールド活動を行う。虫や植物の観察・地理調査、また自分たちで植えた野菜や米を世話すること
によって生命に触れながら、環境問題解決のための能力を身につける。なお、本講義では高大連携の

科目でもあるので、フィールドでは教育実習的効果もねらっている。（フィールド活動・実費要）

●成績評価
　土曜の午後の授業のためと農作業などのフィールドワークがあるので時間が不規則になるが、理由
のないフィールドの不参加は認めない。評価はレポート、出席点。レポート課題は、次回の講義の前

日(金曜日、午後４時)までに10号館6階文学部人間科学科共同図書室に提出。

●講義構成
※この講義は、隔週で開講するので、講義日に注意すること。
第１回（4月 8 日）
第２回（4月 8 日）
第３回（4 月 22 日）
第４回（4 月 22 日）
第５回（5 月 13 日）
第６回（5 月 13 日）
第７回（5 月 27 日）
第８回（5 月 27 日）
第９回（6 月 10 日）
第 10回（6月 10日）
第11回（6月 24日）
第12回（6月 24日）
第 13 回（7月 8 日）
第 14 回（7月 8 日）
第 15回（7月 15日）

オリエンテーション：本講義が目指すもの（本校舎）：谷口
環境情報とコンピューター処理（本校舎）：渡邉
地球環境とエネルギー危機（本校舎）：太田
エネルギー消費の実習（本校舎）：太田
キャンプ入門（環境教育野外施設）：中野、谷口
イモと野菜の苗付（環境教育野外施設）：谷口、中野
地球環境と有害化学物質（本校舎）：今井
大気・水・土壌汚染（本校舎）：今井
田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、西、ストーリー
田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、高阪、大久保
日本の環境法（本校舎）：谷口、浅野、大久保
日本の環境行政と政策（本校舎）：浅野、大久保、谷口
夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：谷口、中野
夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：中野、谷口
予備日



４月８日（土）

第１回　オリエンテーション：本講義が目指すもの（本校舎）：谷口
　　　　【レジュメ】
　　　　・ひょうご環境学習プログラム

第２回　環境情報とコンピューター処理（本校舎）：渡邉
　　　　【レジュメ】
　　　　・環境情報とコンピュータ処理



第１回





第２回









第３回　地球環境とエネルギー危機（本校舎）：太田
第４回　エネルギー消費の実習（本校舎）：太田

※太田先生が出張のため、変更。

４月22日（土）

第３回　環境学習・教育をめぐる国内外の動き（本校舎）：谷口
　　　　【レジュメ】
　　　　・環境学習・教育をめぐる国際的な動き、環境学習・教育をめぐる国の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（兵庫県環境学習環境教育基本方針）

第４回　パートナーシップによる環境教育・学習（本校舎）：谷口
　　　　【レジュメ】
　　　　・パートナーシップによる環境教育・環境学習の推進調査調査報告書
　　　　　－パートナーシップによる環境教育モデルプログラム試案－

甲南大学側（5-23教室）の講義の様子



第３回



第４回





第５回　キャンプ入門（環境教育野外施設）：中野、谷口

第６回　イモと野菜の苗付（環境教育野外施設）：谷口、中野

５月13日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：10
14：15
14：25
15：00

16：45

17：00
17：15
17：30
18：00

※当日雨天のため、有志のみ畑作業を実施した。
　畑作業以外の生徒・学生は、教室にて、キャンプ入門（中野）及びクラフト（竹細工）　を実施した。

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
オリエンテーション（谷口）
キャンプについて（中野）
畑に移動
作業開始
　Ａグループ：畑作業（石拾い、畝立て、苗植え、水やり）
　Ｂグループ：キャンプ入門（テント張り、湯沸し、キャンプのルール）
作業交代
　Ａグループ：キャンプ入門
　Ｂグループ：畑作業
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

バスにて甲南大学環境教育野外施設に到着 オリエンテーションおよび畑作業の方法
（谷口文章：文学部教授）



キャンプ入門（中野友博：びわこ成蹊
スポーツ大学生涯スポーツ学科教授）

安全なキャンプの方法についての講義

クラフト（竹細工）体験：
箸、コップ、竹とんぼ作り

野菜（きゅうりなど）の苗 苗植え

●今年度は、ナス、ピーマン、ししとう、トマト、プチトマト、キュウリ、カボチャ、サツマイモを
植えた。

冊子：「安全なキャンプのために」



第７回　地球環境と有害化学物質（本校舎）：今井
　　【レジュメ】
　　　・「地球規模の環境汚染」、「廃棄物と有害化学物質汚染」

第８回　大気・水・土壌汚染（本校舎）：今井
　　【レジュメ】
　　　・「環境中ホルモン様化学物質－Effect of Endocrine Disruptiong Chemicals」

５月27日（土）



第７回









第８回







第９回　田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、西、ストーリー

第10回　田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、高阪、大久保

田植えの説明（谷口文章）

６月10日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：45
15：00
16：45
17：00
17：30
18：00

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
オリエンテーション（谷口）
田んぼに移動
作業開始（田植え）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

田植え体験

田植えの様子

もみから成長した苗



第11回　日本の環境法（本校舎）：谷口、浅野、大久保
　　【レジュメ】
　　　・「日本の自然環境保全について」（浅野）

第12回　日本の環境行政と政策（本校舎）：浅野、大久保、谷口
　　【レジュメ】
　　　・「市民・環境ＮＰＯと環境政策」（大久保）

６月24日（土）

「日本の自然環境保全について」（浅野能昭：
（財）地球環境戦略研究機関上席研究員）

「市民・環境ＮＰＯと環境政策」（大久保規子：
大阪大学大学院法学研究科教授）

ミニシンポジウム神戸市立六甲アイランド高校の
生徒と教員（村上先生）も参加



•
•
•
•
•

第11回
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第13回　夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：谷口、中野

第14回　夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：中野、谷口

７月８日（土）

堆肥の説明 堆肥の中にいたカブトムシの幼虫

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：45
15：00
16：45
17：00
17：30
18：00

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
オリエンテーション（谷口）
畑に移動
作業開始（草抜き、夏野菜の手入れと収穫、堆肥の観察、ネイチャートレイル散策）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着



夏野菜の手入れ：草抜き 夏野菜の手入れ（剪定）と収穫

ネイチャートレイル散策

採れたてのナスを焼いて食べるナス





◆「環境教育の実践Ⅱ」

●講義の内容・目的
　環境教育のベースは体験学習にある。この授業では、教室での講義によって環境についての知識を
学んだ上で、それを実際に身体を使って体験するため、甲南大学環境教育野外施設(広野グランド)で
のフィールド活動を行なう。｢環境教育の実践Ⅰ｣の授業で育てている野菜や米の手入れ、そして収穫を
行う。それとともに土作りと、冬野菜の苗つけも体験する。フィールドで野菜の網焼きなど有機農業
の恵みを味わう。調理も経験することで生命の循環、生命に感謝する心を養う。なお、本講義では高
大連携の科目でもあるので、フィールドでは、教育実習的効果もねらっている。（フィールド活動・実

費要）

●成績評価
　土曜の午後の授業のためと農作業などのフィールドワークが加わることがあるので時間が不規則に
なるが、理由のないフィールドの不参加は認めない。評価はレポート、出席点。レポート課題は、次
回の講義の前日(金曜日、午後４時)までに10号館6階文学部人間科学科共同図書室に提出。

●講義構成
※この講義は、隔週で開講するので、講義日に注意すること。
第１回（10月 7日）

第２回（10月 7日）
第３回（10月 14日）
第４回（10月 14日）
第５回（10月 28日）
第６回（10月 28日）
第７回（11 月 4 日）
第８回（11 月 4 日）
第９回（11月 18日）
第10回（11月18日）
第 11 回（12 月 2 日）
第 12 回（12 月 2 日）

第13回（12月16日）

第14回（12月16日）

第 15 回（1 月 6 日）

＜シラバス＞
担当教員：高阪 薫.谷口 文章.茶山 健二.本多 大輔.西 欣也.クリストファー ストーリー .浅野
能昭.中野 友博.大久保 規子
配当年次：1・2年次 単位：2単位
講義日時：後期 土曜日 3・4時限（隔週）

オリエンテーション：本講義が目指すもの（環境教育野外施設）
：谷口、ストーリー
芋掘りと収穫（環境教育野外施設）：谷口、ストーリー
稲刈り・アウトドア教育（環境教育野外施設）：谷口、中野
稲刈り・クラフト体験（竹細工）（環境教育野外施設）：谷口、西
環境ホルモンの測定（環境教育野外施設）：茶山
脱穀（環境教育野外施設）：谷口、茶山
環境と文学（本校舎）：高阪
コメと日本文化（本校舎）：高阪
欧米における環境アクティヴィズム（本校舎）：西
物質循環と地球温暖化（本校舎）：本多
環境保全活動と環境教育推進法（本校舎）：大久保、浅野
シンポジウム「パートナーシップによる環境教育の展開」（本校舎）
：浅野、大久保
収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）：環境教育による環境問題の
解決に向けて（環境教育野外施設)：谷口、高阪、大久保、茶山
収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）（環境教育野外施設）：谷口、
ストーリー、本多
予備日



第１回　オリエンテーション「本講義が目指すもの」（環境教育野外施設）
　　　　：谷口、ストーリー

第２回　芋掘りと収穫（環境教育野外施設）：谷口、ストーリー

10月７日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：45
15：00
16：45
17：00
17：30
18：00

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
オリエンテーション（谷口）
畑に移動
作業開始（芋掘り、焼き芋）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

芋掘りの説明

記念撮影掘った芋を焼き芋にして食べる

芋掘り体験 収穫したサツマイモ



第３回　稲刈り・アウトドア教育（環境教育野外施設）：谷口、中野

第４回　稲刈り・クラフト体験（竹細工）（環境教育野外施設）：谷口、西

10月 14日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：30
15：00
16：45
17：00
17：30
18：00

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
稲刈りの説明（谷口）
田んぼに移動
作業開始（稲刈り、稲木立てなど）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

たわわに実った稲 稲刈り

大学院生による稲刈りの説明

講義室での稲刈りの説明



刈り取った稲をワラで縛る 田んぼ全景

稲木立て 縛った稲を稲木にかける

稲を稲木にかけて天日干しする 記念撮影



第５回　環境ホルモンの測定（環境教育野外施設）：茶山

第６回　脱穀（環境教育野外施設）：谷口、茶山

10月 28日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：30
15：00
16：45
17：00
17：30
18：00

※茶山先生が出張のため、第５回も脱穀に
　切り替えをした。

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
脱穀の説明（谷口）
田んぼに移動
作業開始（脱穀）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

米を稲と分ける（脱穀）

しっかり天日干しされた稲 足踏み式脱穀機による脱穀体験

ワラくずと米を分けるためのふるい

足踏み式脱穀機



第７回　環境と文学（本校舎）：高阪
　　【レジュメ】
　　　・「心の環境問題からみた『枕草子』」

第８回　コメと日本文化（本校舎）：高阪
　　【レジュメ】
　　　・「コメをめぐる問題」

11月４日（土）



第７回



第８回





第９回　欧米における環境アクティヴィズム（本校舎）：西

第10回　物質循環と地球温暖化（本校舎）：本多

11月 18日（土）

「欧米における環境アクティヴィズム」
（西欣也：文学部人間科学科助教授）

ＴＶ会議システムを通してみた
県立尼崎北高校の様子



第11回　環境保全活動と環境教育推進法（本校舎）：大久保、浅野
　【レジュメ】
　　・「環境保全活動と環境教育の推進」：浅野
　　・「神戸市における協働の現状をみる」：大久保

第12回　シンポジウム「パートナーシップによる環境教育の展開」（本校舎）
　　　　：浅野、大久保

12月２日（土）

左：谷口文章、中央：浅野能昭、右：大久保規子 「環境保全と環境教育の推進」：
浅野能昭（北海道地方環境事務所所長）

シンポジウム
「パートナーシップによる環境教育の展開」

スクリーン左：県立尼崎北高校の様子
スクリーン右：甲南大学から県立尼崎高校へ配信

している画像



第11回

















餅つきの指導

第13回　収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）：環境教育による環境問題の解決に向け
て（環境教育野外施設)：谷口、高阪、大久保、茶山

第14回　収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）（環境教育野外施設）：谷口、ストーリー、
本多

12月 16日（土）

◆タイムスケジュール
13：00
14：00
14：15
14：30
16：45
17：00
17：30
18：00

甲南大学出発（バス）
甲南大学環境教育野外施設到着
オリエンテーション（谷口）
作業開始（餅つき）
作業終了
まとめ
甲南大学環境教育野外施設出発
甲南大学到着

大学生によるデモンストレーション

蒸しあがったもち米



つきはじめ

あいの手の指導

餅つき体験

丸めた終わった餅 つきたての餅を試食

つきあがった餅



◆参考資料＜受講記録ノート＞





◆平成１９年度　第５８期生　第２学年　
　　　　高大連携環境専門科目「環境教育の実践Ⅰ」「環境教育の実践Ⅱ」

●後期「環境教育の実践Ⅱ」（環境科学類型）　土曜日午後１時より
第１回（ 9 月 29 日）

第２回（ 9 月 29 日）
第３回（10 月 13 日）
第４回（10 月 13 日）
第５回（10 月 27 日）
第６回（10 月 27 日）
第７回（11 月 10日）
第８回（11 月 10日）
第９回（11 月 17 日）
第 10回（11月 17日）
第 11 回（12 月 1 日）
第 12 回（12 月 1 日）

第13回（12月15日）

第14回（12月15日）

第 15 回（1 月 5日）

オリエンテーション：本講義が目指すもの（環境教育野外施設）
：谷口、ストーリー
芋掘りと収穫（環境教育野外施設）：谷口、ストーリー
稲刈り・アウトドア教育（環境教育野外施設）：谷口、中野
稲刈り・クラフト体験（竹細工）（環境教育野外施設）：谷口、西
環境ホルモンの測定（環境教育野外施設）：茶山
脱穀（環境教育野外施設）：谷口、茶山
環境と文学（本校舎）：高阪
コメと日本文化（本校舎）：高阪
欧米における環境アクティヴィズム（本校舎）：西
物質循環と地球温暖化（本校舎）：本多
環境保全活動と環境教育推進法（本校舎）：大久保、浅野
シンポジウム「パートナーシップによる環境教育の展開」（本校舎）
：浅野、大久保
収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）：環境教育による環境問題の
解決に向けて（環境教育野外施設)：谷口、高阪、大久保、茶山
収穫祭（餅つき大会・エコクッキング）（環境教育野外施設）：谷口、
ストーリー、本多
予備日

●前期「環境教育の実践Ⅰ」（国際環境類型）　土曜日午後１時より
第１回（4 月 14日）
第２回（4 月 14日）
第３回（4 月 28日）
第４回（4 月 28日）
第５回（5 月 12日）
第６回（5 月 12日）
第７回（5 月 19日）
第８回（5 月 19日）
第９回（6月 9日）
第 10回（6月 9日）
第11回（6月 23日）
第12回（6月 23日）
第 13 回（7月 8 日）
第 14 回（7月 8 日）
第 15回（7月 15日）

オリエンテーション：本講義が目指すもの（本校舎）：谷口
環境情報とコンピューター処理（本校舎）：渡邉
地球環境とエネルギー危機（本校舎）：太田
エネルギー消費の実習（本校舎）：太田
キャンプ入門（環境教育野外施設）：中野、谷口
イモと野菜の苗付（環境教育野外施設）：谷口、中野
地球環境と有害化学物質（本校舎）：今井
大気・水・土壌汚染（本校舎）：今井
田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、西、ストーリー
田植え、ビオトープ（環境教育野外施設）：谷口、高阪、大久保
日本の環境法（本校舎）：谷口、浅野、大久保
日本の環境行政と政策（本校舎）：浅野、大久保、谷口
夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：谷口、中野
夏野菜の収穫と手入れ（環境教育野外施設）：中野、谷口
予備日



◆平成１９年度　第５７期生　第３学年　
　　　　高大連携環境専門科目「環境倫理学」

１　講義について
講　座：甲南大学広域副専攻科目「環境倫理学」　　　担　当：谷口文章　教授
時　間　毎週木曜日　16：20～17：50　　　　　　　　期　間：主に1学期

（1）講義内容・目的
　21世紀になって、地球環境破壊がますます進行しつつある。環境を復元するとともに、環境の保
全を実行する必要性に迫られている。環境問題は、人間関係を中心とする従来の抽象的な倫理学で
は対応しきれない。環境問題の解決のためには、すべての生命との相互関係や世代間の倫理を含ん
だ広い具体的な枠組が要請されると同時に、理論的な規範を示す環境倫理学が必要とされている。
本講では、種々の分野や学問における環境モラルを統括する「環境倫理学」を考察していきたい。

（2）講義構成
第1回　地球環境問題と現状
第2回　伝統的倫理学でどこまでカバーできるか
第3回　環境倫理「学」の要請
第4回　地球環境問題の解決のためにⅠ－動物・植物・自然物の権利と人間の義務－
第5回　地球環境問題の解決のためにⅡ－世代間倫理，公平な配分の正義－　
第6回　環境倫理にもとづいた環境教育の展開
第7回　ライフスタイルは変えられるか
第8回　「ライフ」の三つの次元の環境認識　
第9回　生命の環境ー衣・食・住をめぐってー
第10回　生活の環境ー衣・食・住をめぐってー
第11回　人生の環境ー衣・食・住をめぐってー
第12回　環境倫理にもとづいた環境教育の実践
第13回　環境倫理にもとづいた環境教育のネットワーク化
第14回　環境倫理による価値観の転換

（3）参考書・資料
　鳥越皓之編『環境とライフスタイル』（有斐閣アルマ）
　谷口文章『環境教育の哲学ー環境教育学序説ー』（ミネルヴァ書房）

２　受講方法について
（1）受講日は木曜日放課後。やむを得ない事情がある場合は、土曜日午前中に受講可。下の希望調
査を記入して提出すること。
（2）木曜日放課後はＴＶ会議システム（双方向）を使って尼北で受講する。当日欠席した場合は、
土曜日午前中に受講する。
（3）土曜日午前中に受講する場合はビデオ視聴による講義となる。
（4）受講場所は本校Ｃ棟308号教室。

３　単位認定の要件
（1）各講座の講義をすべて受講すること。（欠席の場合はビデオ視聴で受講）
（2）試験は行わないので、レポートなどの与えられた課題をしっかりこなすこと。
（3）積極的に授業へ参加すること。
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